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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 13,494 4.2 290 23.1 304 33.5 △87 ―

22年3月期第2四半期 12,950 0.4 236 △35.7 227 △30.7 33 6.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △8.38 ―

22年3月期第2四半期 3.21 3.21

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 12,741 8,264 64.6 787.15
22年3月期 12,950 8,485 64.9 809.48

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  8,235百万円 22年3月期  8,402百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 13.00 ― 13.00 26.00

23年3月期 ― 13.00

23年3月期 
（予想）

― 13.00 26.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,300 6.4 900 37.1 900 39.4 220 141.0 21.19



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている当期の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものです。予想に内在するさまざまな不確
定要因や今後の事業運営における内外の状況変化等により、実際の業績と異なる場合があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名                      － ）、 除外 ―社 （社名                      － ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  10,500,000株 22年3月期  10,500,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  37,318株 22年3月期  119,477株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  10,421,827株 22年3月期2Q  10,380,523株
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当第２四半期のわが国経済は、個人消費や企業収益は緩やかに回復しているものの、円高、株価の下

落、高い失業率などに加え、海外景気の下振れ懸念などの不安材料もあり、依然として厳しい状況にあ

ります。 

当社グループの属する情報サービス業界に関しては、一部に回復感が表れてきたものの、人員過剰感

が残り、受注単価が据え置かれるなど、厳しい状況が続いております。 

こうした環境の中、当社グループは、BPO（ビジネスプロセスアウトソーシング）事業・SI（システ

ムインテグレーション）事業ともに保険会社の統合関連案件を受注したことや、臨床試験支援業務が好

調だったことなどにより、前年同期比増収となりました。 

また、販管費の削減努力の効果などにより、営業利益・経常利益ともに前年同期比増益となりました

が、一部事業所移転に関する費用ならびに資産除去債務会計基準の適用に伴う過年度費用を特別損失に

計上したため、四半期純損失となりました。 

以上の結果、売上高は134億94百万円（前年同期比4.2％増）、営業利益は２億90百万円（前年同期比

23.1％増）、経常利益は３億４百万円（前年同期比33.5％増）、四半期純損失は87百万円（前年同期は

33百万円の四半期純利益）となりました。 

  

（サービス別営業概況）  

ビジネスプロセスアウトソーシング（BPO）は、公共関連の大型入力案件を受注したこと、製薬会社

向け臨床試験支援業務や保険会社向けIT支援業務等が好調であったことなどから、売上高は84億81百万

円（前年同期比4.4％増）となりました。 

ソフトウェアソリューション（SS）は、コンテンツデータベース販売は健闘したものの、ソフトウェ

ア投資が鈍化する中で名寄せソフトの「TRILLIUM」やERPパッケージの販売が伸び悩んだことなどか

ら、売上高は８億42百万円（前年同期比7.9％減）にとどまりました。 

システムインテグレーション（SI）は、保険会社の統合関連案件が好調に推移したことや、銀行向け

のシステム開発需要が回復してきたことなどから、売上高は41億57百万円（前年同期比6.7％増）とな

りました。 

その他システム機器販売等は、システム開発に付随する情報機器の販売や保険代理店収入等で、売上

高は12百万円（前年同期比29.9％減）となりました。 

  

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、127億41百万円となり、前連結会計年度末比２億８

百万円の減少となりました。その主な減少原因は、売掛金の減少額２億50百万円、のれんの減少額１億

18百万円、主な増加要因は、仕掛品の増加額２億67百万円であります。 

 なお、純資産は82億64百万円となり、自己資本比率は64.6％で、前連結会計年度末とほぼ同水準を維

持しております。 

  

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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(キャッシュ・フローの状況) 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は29億41百万円となり、前連結会計

年度末と比較して31百万円の減少となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。 

 「営業活動によるキャッシュ・フロー」は６億41百万円の増加となりました。主な増加要因は、売上

債権の減少額３億60百万円、減価償却費２億62百万円であり、主な減少要因は、法人税等の支払額２億

77百万円であります。 

 「投資活動によるキャッシュ・フロー」は２億95百万円の減少となりました。主な減少要因は、有価

証券の取得による支出３億円、有形固定資産の取得による支出１億66百万円であり、主な増加要因は、

投資有価証券の売却及び償還による収入２億20百万円であります。 

 「財務活動によるキャッシュ・フロー」は３億77百万円の減少となりました。主な減少要因は、短期

借入金の返済による支出６億30百万円、配当金の支払額１億36百万円であり、主な増加要因は、短期借

入れによる収入４億円であります。 

  

足元の景気は、円高・株安の影響や、海外景気の下振れ懸念などにより先行き不透明感が増してお

り、当社グループの属する情報サービス業界も、この先予断を許さない状況であります。 

こうした中、当社グループは、このほど大阪府茨木市にBPOセンター「大阪システムセンター」を新

設し、従来の東京地区と並んで関西地区においてもシステム開発から業務運用までワンストップで提供

できる環境を構築いたしました。また、信託銀行や損保会社の合併・統合や業法改正等に伴う需要の的

確な捕捉など、新規案件の受注と既存顧客の深耕に全力を挙げてまいります。 

さらに、本年５月、アグレックスグループのCRO事業を統合・集約するべく100%子会社「ACメディカ

ル株式会社」を設立し、10月より営業を開始いたしました。今後は臨床試験（治験）に関するフルサポ

ートサービスを提供し、CRO事業の本格的な拡大・成長を目指してまいります。併せて、当社グループ

全体として、コスト削減の徹底や生産性・稼働率の向上に取り組み、利益確保に努めてまいります。 

業績予想につきましては、平成22年５月７日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っており

ません。 

  

該当事項はありません。  

  

減価償却の方法として、定率法を採用している資産については、当連結会計年度に係る減価償却費の

額を期間按分して算定する方法によっております。  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要
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・会計処理基準に関する事項の変更 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年

３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20

年３月31日）を適用しております。 

 これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ19百万円、税金等調整前四半期純利益は96百万円減少

しております。 

  

（「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適

用） 

 第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10

日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成

20年３月10日）を適用しております。 

 これによる経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響はありません。 

  

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月

26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開

発費等に係る会計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関

する会計基準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計

基準第16号 平成20年12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用

指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

  

・表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表

等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府

令第５号）の適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科

目で表示しております。 

  

該当事項はありません。  

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,881,284 2,909,477

受取手形及び売掛金 3,369,335 3,658,251

有価証券 301,263 301,281

仕掛品 581,846 313,976

原材料及び貯蔵品 13,490 16,024

繰延税金資産 673,807 614,168

その他 403,583 567,479

貸倒引当金 △17,475 △23,135

流動資産合計 8,207,136 8,357,524

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 442,660 400,933

機械装置及び運搬具（純額） 209,359 235,647

工具、器具及び備品（純額） 425,486 419,730

土地 205,976 205,976

その他（純額） 131,165 120,695

有形固定資産合計 1,414,648 1,382,983

無形固定資産

のれん 390,581 509,283

ソフトウエア 514,428 485,562

その他 82,753 90,569

無形固定資産合計 987,764 1,085,414

投資その他の資産

投資有価証券 440,390 460,264

敷金及び保証金 1,210,543 1,234,586

繰延税金資産 324,830 274,268

その他 203,241 201,895

貸倒引当金 △46,893 △46,900

投資その他の資産合計 2,132,113 2,124,114

固定資産合計 4,534,526 4,592,512

資産合計 12,741,662 12,950,037
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 314,827 340,291

短期借入金 － 230,000

未払費用 1,143,062 1,164,216

未払法人税等 336,004 325,965

賞与引当金 1,281,571 1,167,226

その他の引当金 1,000 4,840

その他 709,547 594,024

流動負債合計 3,786,013 3,826,564

固定負債

退職給付引当金 513,904 467,899

その他 176,893 170,043

固定負債合計 690,797 637,943

負債合計 4,476,810 4,464,507

純資産の部

株主資本

資本金 1,292,192 1,292,192

資本剰余金 1,493,807 1,493,807

利益剰余金 5,539,198 5,802,163

自己株式 △46,999 △150,473

株主資本合計 8,278,198 8,437,690

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △42,522 △34,909

評価・換算差額等合計 △42,522 △34,909

新株予約権 29,175 18,709

少数株主持分 － 64,039

純資産合計 8,264,851 8,485,529

負債純資産合計 12,741,662 12,950,037
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(2) 四半期連結損益計算書

(第２四半期連結累計期間)

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 12,950,737 13,494,045

売上原価 10,665,053 11,208,403

売上総利益 2,285,684 2,285,641

販売費及び一般管理費 2,049,456 1,994,737

営業利益 236,228 290,904

営業外収益

受取利息 3,556 1,875

持分法による投資利益 1,151 －

保険返戻金 1,780 2,408

その他 19,137 15,021

営業外収益合計 25,626 19,305

営業外費用

支払利息 4,972 2,502

持分法による投資損失 － 84

投資事業組合運用損 28,776 －

創立費償却 － 1,226

開業費償却 － 1,551

その他 143 599

営業外費用合計 33,892 5,964

経常利益 227,961 304,245

特別利益

投資有価証券売却益 20,225 －

特別利益合計 20,225 －

特別損失

固定資産除却損 4,333 1,987

投資有価証券評価損 801 6,638

事務所移転費用 37,956 64,118

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 110,538

減損損失 － 18,030

特別損失合計 43,090 201,313

税金等調整前四半期純利益 205,097 102,932

法人税、住民税及び事業税 221,211 300,049

法人税等調整額 △28,445 △106,658

法人税等合計 192,765 193,391

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △90,459

少数株主損失（△） △21,008 △3,144

四半期純利益又は四半期純損失（△） 33,339 △87,314
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 205,097 102,932

減価償却費 266,809 262,596

のれん償却額 119,656 106,663

賞与引当金の増減額（△は減少） △15,955 114,344

退職給付引当金の増減額（△は減少） 48,006 46,004

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,780 △5,666

受取利息及び受取配当金 △4,926 △2,549

支払利息 4,972 2,502

持分法による投資損益（△は益） △1,151 84

固定資産除却損 12,192 46,596

売上債権の増減額（△は増加） 432,718 360,150

たな卸資産の増減額（△は増加） △215,237 △265,335

仕入債務の増減額（△は減少） △89,088 △25,463

未払費用の増減額（△は減少） △71,646 △36,317

未払消費税等の増減額（△は減少） 50,788 △4,494

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 110,538

その他 49,425 102,948

小計 788,880 915,535

利息及び配当金の受取額 4,873 3,170

利息の支払額 △3,986 △2,079

法人税等の還付額 168,372 2,464

法人税等の支払額 △160,951 △277,304

営業活動によるキャッシュ・フロー 797,188 641,786

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 － △300,000

有価証券の売却による収入 － 100,000

有形固定資産の取得による支出 △103,733 △166,202

無形固定資産の取得による支出 △104,443 △113,936

投資有価証券の取得による支出 △25,995 △1,091

投資有価証券の売却及び償還による収入 211,000 220,320

子会社株式の取得による支出 △7,800 －

その他 51,599 △34,983

投資活動によるキャッシュ・フロー 20,627 △295,893

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 550,000 400,000

短期借入金の返済による支出 △580,000 △630,000

長期借入金の返済による支出 △24,580 －

配当金の支払額 △136,175 △136,290

その他 △7,087 △10,819

財務活動によるキャッシュ・フロー △197,842 △377,110

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 619,973 △31,217

現金及び現金同等物の期首残高 2,262,058 2,972,516

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,882,032 2,941,298

(株)アグレックス（4799）平成23年３月期　第２四半期決算短信

- 8 -



該当事項はありません。  

    

該当事項はありません。 

  

①受注実績 

 
 (注)上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

 
 (注)上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

 
 (注)上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

4. 補足情報

四半期受注及び販売の状況

（受注高） （単位：千円）

サービス

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

金額
 

金額
 

 構成比(％)  構成比(％)

ビジネスプロセスアウトソーシング 8,606,162 63.0 7,632,276 59.4

ソフトウェアソリューション 873,465 6.4 871,891 6.8

システムインテグレーション 4,165,637 30.5 4,336,668 33.7

その他システム機器販売等 17,970 0.1 12,588 0.1

合計 13,663,236 100.0 12,853,426 100.0

（受注残高） （単位：千円）

サービス

前第２四半期連結会計期間末 当第２四半期連結会計期間末

金額 金額
 構成比(％)  構成比(％)

ビジネスプロセスアウトソーシング 8,304,954 69.3 7,575,380 66.8

ソフトウェアソリューション 1,310,186 10.9 1,311,939 11.6

システムインテグレーション 2,365,433 19.8 2,446,990 21.6

合計 11,980,574 100.0 11,334,309 100.0

②販売実績 （単位：千円）

サービス

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

金額 金額
 構成比(％)  構成比(％)

ビジネスプロセスアウトソーシング 8,122,470 62.7 8,481,192 62.9

ソフトウェアソリューション 914,893 7.1 842,550 6.2

システムインテグレーション 3,895,402 30.1 4,157,713 30.8

その他システム機器販売等 17,970 0.1 12,588 0.1

合計 12,950,737 100.0 13,494,045 100.0
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